
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享
受
の
一
様
相

『
名
所
和
歌
抄
出
』
を
中
心
に

赤

瀬

知

子

は
じ
め
に

宗
祇
晩
年
の
連
歌
学
書
『
浅
茅
』
は
、
後
半
部
に
名
所
に
関
す

る
記
述
を
有
し
、
一
八
七
箇
所
の
名
所
に
つ
い
て
一
首
ず
つ
の
和

歌
と
い
く
つ
か
の
寄
合
語
や
歌
句
と
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
い
わ

ゆ
る
『
浅
茅
』
名
所
部
が
ど
の
よ
う
な
書
物
に
基
づ
く
の
か
と
い

う
、
典
拠
の
問
題
に
つ
い
て
か
つ
て
考
察
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。

従
来
は
勅
撰
集
や
百
首
歌
か
ら
直
接
収
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
た
名
所
歌
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
収
め
ら
れ
た
名
所
や
そ
の
並
べ

方
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
近
似
し
た
名
所
歌
集
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
ら
れ
た(1)。

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
、
中
世
の
文
学
を

考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
み
ら
れ
、
昨
年
三
月
に
一
冊
の
翻
刻

と
し
て
上
梓
し
た
（
拙
著
『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

名
所
和
歌
抄
出
』

文
栄
堂
、
平
28
・
3
）。
該
書
は
江
戸
時
代
初
期
頃
の
書
写
で
あ
る

が
、
成
立
年
代
は
十
四
世
紀
頃
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る(2)。
八
〇
一

首
の
和
歌
（
二
連
の
連
歌
を
含
む
）
を
収
め
、
な
か
に
一
五
一
首
と

い
う
多
く
の
万
葉
歌
を
含
む
。
ま
た
『
万
葉
集
』
に
関
連
す
る
寄

合
語
や
歌
句
（
以
下
、
万
葉
集
の
歌
句
と
記
す
）
も
二
七
一
句
を
載

せ
る
（
巻
末
の
表
Ⅰ
・
表
Ⅱ
参
照
）。
そ
こ
で
今
回
は
『
万
葉
集
』

と
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
か
ら
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
に
つ
い
て
少
々
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
が
宗
祇
の
『
万
葉

集
』
享
受
に
近
づ
く
一
歩
で
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』

享
受
の
一
面
を
解
明
す
る
糸
口
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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一

宗
祇
『
浅
茅
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

宗
祇
『
浅
茅
』
名
所
部
（
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』

第
六
集
の
影
印
に
よ
る
。
た
だ
し
、
歌
番
号
に
つ
い
て
は
木
藤
才
蔵
校
注

『
中
世
の
文
学

連
歌
論
集
二
』
の
翻
刻
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
と

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
原
本
複
写
に
よ
る
。
た
だ
し
、
歌

番
号
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

名
所
和
歌
抄
出
』

に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
あ
る
程

度
指
摘
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
万
葉
歌
を
軸

に
し
て
あ
ら
た
め
て
検
証
し
て
み
た
い
。『
浅
茅
』
名
所
部
に
は

計
一
八
七
首
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
四

首
が
万
葉
歌
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
浅
茅
』
名
所
部
と
『
名
所
和

歌
抄
出
』
と
で
ま
ず
、
そ
の
三
四
首
の
万
葉
歌
の
配
列
を
比
較
し

て
み
る
（
次
表
の
最
初
の
漢
数
字
は
『
浅
茅
』
名
所
部
の
歌
番
号
、
次

に
『
浅
茅
』
名
所
部
の
万
葉
歌
の
初
句
、
括
弧
内
が
『
万
葉
集
』
に
お
け

る
歌
番
号
、「
抄
出
」
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
略
、
次
が

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
歌
番
号
で
あ
る
。
な
お
、『
万
葉
集
』

の
歌
番
号
は
旧
国
歌
大
観
に
よ
る
）。

九

秋
の
野
に

（
七
）

抄
出

一
六

三
五

た
か
ま
と
の

（
一
六
〇
五
）

抄
出
に
ナ
シ

四
〇

乙
女
子
か

（
五
〇
一
）

抄
出

八
七

四
一

よ
し
野
な
る

（
三
七
五
）

抄
出

九
四

六
一

大
と
も
の

（
六
六
）

抄
出
一
五
六

六
二

さ
夜
ふ
け
て

（
一
一
四
三
）

抄
出
に
ナ
シ

六
五

い
さ
や
こ
ゝ

（
六
三
）

抄
出
一
六
二

六
七

住
吉
の

（
一
一
五
六
）

抄
出
一
六
四

七
六

さ
ゝ
波
や

（
三
〇
）

抄
出
二
〇
四

八
三

大
御
船

（
一
一
七
一
）

抄
出
二
二
四

八
四

い
つ
く
に
か

（
一
一
七
二
）

抄
出
二
二
九

八
七

夕
た
ゝ
み

（
一
〇
一
七
）

抄
出
二
三
四

九
〇

今
朝
ゆ
き
て

（
一
八
一
七
）

抄
出
二
六
〇

九
六

ひ
く
ま
野
に

（
五
七
）

抄
出
三
二
四

一
〇
〇

た
こ
の
浦
に

（
三
一
八
）

抄
出
三
三
四

一
〇
二

ま
つ
ち
山

（
二
九
八
）

抄
出
三
六
三

一
〇
九

む
は
玉
の

（
一
二
四
一
）

抄
出
三
七
三

一
二
四

い
さ
ゝ
め
に

（
四
二
〇
一
）

抄
出
四
九
二

一
二
五

み
な
と
か
せ

（
四
〇
一
八
）

抄
出
四
九
三

一
二
六

大
さ
き
の

（
三
〇
七
二
）

抄
出
四
九
〇

一
四
八

い
わ
み
野
や

（
一
三
二
）

抄
出
五
九
〇

一
四
九

い
な
み
野
の

（
九
四
〇
）

抄
出
五
九
五

一
五
〇

と
も
し
火
の

（
二
五
四
）

抄
出
五
九
七

一
五
六

わ
か
の
浦
に

（
九
一
九
）

抄
出
六
五
一
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一
五
八

い
は
し
ろ
の

（
一
四
一
）

抄
出
六
五
九

一
五
九

も
か
り
船

（
一
一
九
九
）

抄
出
六
六
四

一
六
七

難
波
か
た

（
一
一
六
〇
）

抄
出
七
〇
九

一
七
三

し
か
の
あ
ま
は
（
二
七
八
）

抄
出
七
三
三

一
七
四

千
は
や
ふ
る

（
一
二
三
〇
）

抄
出
七
三
六

一
七
五

お
も
は
ぬ
を

（
五
六
一
）

抄
出
七
三
七

一
七
八

い
さ
や
こ
ゝ(マ

マ
)

（
九
五
七
）

抄
出
七
四
七

一
八
二

と
よ
国
の

（
四
一
八
）

抄
出
七
六
三

一
八
三

君
を
待

（
八
六
五
）

抄
出
七
六
九

一
八
四

た
ま
嶋
の

（
八
五
四
）

抄
出
七
七
一

『
浅
茅
』
名
所
部
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で
歌

番
号
の
流
れ
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
二
首
の
万
葉
歌
（『
浅
茅
』
名

所
部
三
五
、
六
二
）
が
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
両
者
の
万
葉
歌
の
配
列
は
、
一
箇
所
（『
名
所
和
歌
抄
出
』
四

九
〇
）
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
完
璧
に
一
致
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
収
め
ら
れ
た
名
所
や
そ
の
並
べ
方
の
み
で
な
く
、

万
葉
歌
の
配
列
か
ら
み
て
も
、『
浅
茅
』
名
所
部
は
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
近
似
し
た
名
所
歌
集
に
基
づ
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
の
万
葉
歌
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和

歌
抄
出
』
の
万
葉
歌
と
で
、
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

両
者
を
比
較
し
た
結
果
を
次
に
示
す(3)（
割
合
（
％
）
は
小
数
点
以
下

第
二
位
を
四
捨
五
入
す
る
。
以
下
、
同
じ
）。

全
句
一
致

二
一
首

六
一
・
八
％

一
句
に
異
同

六
首

一
七
・
六
％

二
句
に
異
同

五
首

一
四
・
七
％

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
該
当
歌
ナ
シ
）
二
首

五
・
九
％

「
全
句
一
致
」
と
い
う
の
は
両
者
に
異
同
の
み
ら
れ
な
い
場
合
、

「
一
句
に
異
同
」
と
い
う
の
は
『
浅
茅
』
名
所
部
の
歌
と
岩
瀬
文

庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
歌
と
で
計
一
句
に
異
同
の
あ
る
場
合
、

「
二
句
に
異
同
」
と
い
う
の
は
計
二
句
に
異
同
の
あ
る
場
合
を
指

す
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
数
に
つ
い
て
全
三
四
首
中
に
占
め
る

割
合
を
示
す
。
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
『
浅
茅
』
名
所
部
の
万
葉

歌
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
万
葉
歌
に
「
全
句
一

致
」
す
る
も
の
が
全
体
の
六
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
数
値
は

あ
る
い
は
あ
ま
り
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
両
者
の
配
列
の
き
わ
め
て
緊

密
な
一
致
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
重
み
の
あ
る
数
値
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
両
者
の
万
葉
歌
が
「
全
句
一
致
」
す
る
例
を
二
例

掲
げ
る
（
便
宜
上
、
集
付
は
省
略
す
る
。
以
下
、
同
じ
）。

乙
女
子
か
袖
ふ
る
山
の
み
つ
か
き
の
久
し
き
世
よ
り
思
ひ
そ
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め
て
き

（『
浅
茅
』
名
所
部
四
〇
）

乙
女
子
か
袖
ふ
る
山
の
瑞
籬
の
久
し
き
代
よ
り
思
ひ
そ
め
て

き

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
八
七
）

『
浅
茅
』
名
所
部
の
「
乙
女
子
か
」
歌
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所

和
歌
抄
出
』
の
「
乙
女
子
か
」
歌
と
は
、
漢
字
・
仮
名
の
違
い
や

「
世
」
と
「
代
」
の
違
い
な
ど
の
他
に
異
同
は
な
く
、
二
首
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
、

た
ま
嶋
の
こ
の
川
上
に
家
は
あ
れ
と
君
を
や
さ
し
み
あ
ら
は

さ
す
あ
り
き

（『
浅
茅
』
名
所
部
一
八
四
）

玉
嶋
の
此
川
上
に
家
は
あ
れ
と
君
を
や
さ
し
み
あ
ら
は
さ
す

あ
り
き

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
七
七
一
）

『
浅
茅
』
名
所
部
に
み
ら
れ
る
「
た
ま
嶋
の
」
歌
と
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
玉
嶋
の
」
歌
と
は
、
漢
字
・
仮
名
の

違
い
を
除
い
て
一
致
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
他
に

『
浅
茅
』
名
所
部
の
万
葉
歌
が
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』

に
「
全
句
一
致
」
す
る
の
は
、
次
の
一
九
首
で
あ
る
。

九
秋
の
野
に
、
四
一
よ
し
野
な
る
、
六
七
住
吉
の
、
八
三
大

御
船
、
八
四
い
つ
く
に
か
、
九
〇
今
朝
ゆ
き
て
、
九
六
ひ
く

ま
野
に
、
一
〇
〇
た
こ
の
浦
に
、
一
〇
二
ま
つ
ち
山
、
一
〇

九
む
は
玉
の
、
一
二
五
み
な
と
か
せ
、
一
二
六
大
さ
き
の
、

一
四
八
い
わ
み
野
や
、
一
五
六
わ
か
の
浦
に
、
一
五
八
い
は

し
ろ
の
、
一
六
七
難
波
か
た
、
一
七
三
し
か
の
あ
ま
は
、
一

七
五
お
も
は
ぬ
を
、
一
八
二
と
よ
国
の

こ
の
よ
う
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
の
万
葉
歌
と
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
万
葉
歌
と
は
、
そ
の
配
列
か
ら
み
て
も
、

本
文
の
異
同
か
ら
み
て
も
、
互
い
に
照
応
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
の
で
あ
る
。
ま
だ
精
査
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
宗
祇
が

『
浅
茅
』
名
所
部
を
執
筆
す
る
際
に
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌

抄
出
』
に
近
似
す
る
名
所
歌
集
の
万
葉
歌
を
参
照
し
た
と
い
う
可

能
性
は
、
か
な
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所

和
歌
抄
出
』
は
、
宗
祇
の
『
万
葉
集
』
享
受
を
考
え
る
上
で
、
重

要
な
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

宗
祇
の
『
万
葉
集
』
抄
注
本
と
し
て
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、

宗
祇
『
万
葉
抄
』（
佐
佐
木
信
綱
編
『
萬
葉
學
叢
刊

中
世
編
』
に
よ

る
。
以
下
、
同
じ
）
で
あ
ろ
う
。
広
本
と
略
本
と
が
知
ら
れ
て
お

り(4)、
広
本
は
『
万
葉
集
』
か
ら
千
首
程
度
の
歌
を
選
び
出
し
て
、

そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
弱
の
歌
に
注
解
を
施
し
た
も
の
と
さ
れ
る(5)。

で
は
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』（
広
本
）
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌

抄
出
』
と
の
間
に
関
連
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
た
め

に
、
ま
ず
は
前
述
と
同
じ
三
四
首
（
こ
こ
で
は
三
二
首(6)）
の
万
葉
歌
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に
つ
い
て
両
者
の
配
列
を
比
較
し
て
み
る
（
次
表
の
初
め
の
漢
数
字

は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
お
け
る
頁
数
、
上
下
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
上
下

段
の
別
、
次
に
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
の
初
句
、
以
下
は
前
章
と
同

じ
）。
調
査
の
対
象
を
前
章
と
同
じ
三
四
（
三
二
）
首
に
限
っ
た
の

は
、『
浅
茅
』
名
所
部
と
同
じ
万
葉
歌
を
宗
祇
『
万
葉
抄
』
が
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

一
九
六
上

秋
の
野
に

（
七
）

抄
出

一
六

二
四
〇
下

高
円
の

（
一
六
〇
五
）

抄
出
に
ナ
シ

二
一
七
上

お
と
め
こ
か

（
五
〇
一
）

抄
出

八
七

二
一
三
上

吉
野
な
る

（
三
七
五
）

抄
出

九
四

二
〇
一
上

大
と
も
の

（
六
六
）

抄
出
一
五
六

二
二
九
上

さ
夜
ふ
け
て

（
一
一
四
三
）

抄
出
に
ナ
シ

二
〇
〇
下

い
さ
子
と
も

（
六
三
）

抄
出
一
六
二

二
二
九
下

住
よ
し
の

（
一
一
五
六
）

抄
出
一
六
四

一
九
八
上

さ
ゝ
浪
の

（
三
〇
）

抄
出
二
〇
四

二
二
九
下

い
つ
く
に
か

（
一
一
七
二
）

抄
出
二
二
九

二
二
五
上

木
綿
た
ゝ
み

（
一
〇
一
七
）

抄
出
二
三
四

二
四
六
上

今
朝
ゆ
き
て

（
一
八
一
七
）

抄
出
二
六
〇

二
〇
〇
上

ひ
く
ま
野
に

（
五
七
）

抄
出
三
二
四

二
一
一
上

田
子
の
浦
に

（
三
一
八
）

抄
出
三
三
四

二
一
〇
下

ま
つ
ち
山

（
二
九
八
）

抄
出
三
六
三

二
九
二
上

い
さ
ゝ
め
に

（
四
二
〇
一
）

抄
出
四
九
二

二
八
七
下

湊
風

（
四
〇
一
八
）

抄
出
四
九
三

二
七
一
上

お
ほ
さ
き
の

（
三
〇
七
二
）

抄
出
四
九
〇

二
〇
三
下

石
見
野
や

（
一
三
二
）

抄
出
五
九
〇

二
二
四
下

い
な
み
野
の

（
九
四
〇
）

抄
出
五
九
五

二
〇
八
下

と
も
し
火
の

（
二
五
四
）

抄
出
五
九
七

二
二
三
下

和
歌
の
浦
に

（
九
一
九
）

抄
出
六
五
一

二
〇
六
上

岩
代
の

（
一
四
一
）

抄
出
六
五
九

二
三
〇
上

も
か
り
船

（
一
一
九
九
）

抄
出
六
六
四

二
二
九
下

難
波
か
た

（
一
一
六
〇
）

抄
出
七
〇
九

二
一
〇
上

し
か
の
海
士
は
（
二
七
八
）

抄
出
七
三
三

二
三
〇
上

ち
は
や
ふ
る

（
一
二
三
〇
）

抄
出
七
三
六

二
一
八
上

思
は
ぬ
を

（
五
六
一
）

抄
出
七
三
七

二
二
四
上

い
さ
や
こ
ら

（
九
五
七
）

抄
出
七
四
七

二
一
四
下

豊
国
の

（
四
一
八
）

抄
出
七
六
三

二
二
二
上

君
を
ま
つ

（
八
六
五
）

抄
出
七
六
九

二
二
二
下

玉
し
ま
の

（
八
五
四
）

抄
出
七
七
一

右
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
配
列
を
基
準
に
し
て

い
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
歌
番
号
の
進
行
に
つ

れ
て
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
頁
数
が
移
行
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
万
葉
歌
を
取
り
入
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れ
な
が
ら
、
両
者
の
配
列
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
が
基
本
的
に
『
万
葉
集
』
の

流
れ
に
即
し
た
注
釈
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名

所
和
歌
抄
出
』
は
名
所
を
国
別
に
並
べ
た
名
所
歌
集
で
あ
る
と
い

う
、
両
者
の
編
纂
方
針
の
違
い
に
起
因
す
る
こ
と
が
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
注
意
を
引
く
の
は
、
例
の
万

葉
歌
三
二
首
が
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
上
巻
に
集
中
し
て
い
て
、
下

巻
に
は
わ
ず
か
四
首
（『
万
葉
集
』
十
・
一
八
一
七
、
十
二
・
三
〇
七

二
、
十
七
・
四
〇
一
八
、
十
九
・
四
二
〇
一
）
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
考

え
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』

と
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
、
第
一
章
と
同
様
に
み
て
ゆ
く
。

全
句
一
致

一
二
首

三
七
・
五
％

一
句
に
異
同

一
三
首

四
〇
・
六
％

二
句
に
異
同

三
首

九
・
四
％

三
句
に
異
同

二
首

六
・
三
％

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
該
当
歌
ナ
シ
）
二
首

六
・
三
％

興
味
ぶ
か
い
の
は
、「
全
句
一
致
」
す
る
場
合
と
「
一
句
に
異

同
」
の
あ
る
場
合
と
で
歌
数
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
割
合
も
四
〇
％
前

後
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
割
合
は
『
浅

茅
』
名
所
部
の
場
合
の
六
〇
％
と
い
う
数
値
よ
り
は
や
や
低
い
。

『
浅
茅
』
名
所
部
と
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
で
、
同
じ
万
葉
歌
を
取

り
入
れ
な
が
ら
本
文
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
と
い
う

の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
依
拠
し
た
先
行
資
料
の
問
題
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
約
一

五
〇
首
か
ら
は
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
約
千
首
の
万
葉
歌
を
収
集

し
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
加
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
の
本
文
が
「
全
句
一
致
」
す
る
例
を
次
に
二
例
掲
げ
て
お
く
。

田
子
の
浦
に
打
出
て
み
れ
は
白
妙
の
ふ
し
の
高
ね
に
雪
は
ふ

り
つ
ゝ

（
宗
祇
『
万
葉
抄
』）

た
こ
の
う
ら
に
打
出
て
み
れ
は
白
妙
の
冨
士
の
高
ね
に
雪
は

降
つ
ゝ

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
三
三
四
）

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
「
田
子
の
浦
に
」
歌
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名

所
和
歌
抄
出
』
の
「
た
こ
の
う
ら
に
」
歌
と
は
、
漢
字
・
仮
名
の

違
い
以
外
に
異
同
は
な
く
、
両
者
は
一
致
し
て
い
る
と
み
て
よ
い(7)。

ま
た
、お

ほ
さ
き
の
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
葛
の
行
か
た
な
く
や
恋

わ
た
り
な
ん

（
宗
祇
『
万
葉
抄
』）

大
さ
き
の
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
く
す
の
行
方
な
く
や
恋
わ

た
り
な
ん

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
四
九
〇
）
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両
者
は
漢
字
・
仮
名
の
違
い
以
外
、
異
同
は
な
い
も
の
と
み
ら

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
万
葉
集
』（『
万
葉
集
』
諸
本
の
訓
や
略
号

は
『
校
本
万
葉
集
』（
新
増
補
版
）
に
従
う
。
以
下
、
同
じ
）
十
二
・
三

〇
七
二
を
み
る
と
、『
万
葉
集
』
の
一
般
的
な
訓
は
第
四
句
を

「
ユ
ク
ヘ
モ
ナ
ク
ヤ
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
元
暦
校
本
は

「
ゆ
く
か
た
な
し
や
」
と
記
し
、「
し
」
の
右
に
「
ク
」
の
朱
書
、

類
聚
古
集
は
「
ゆ
く
か
た
な
く
や
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
が
「
ユ
ク

カ
タ
ナ
シ
ヤ
」、
西
本
願
寺
本
・
細
井
本
・
神
宮
文
庫
本
が
「
ユ

ク
カ
タ
ナ
ク
ヤ
」、
た
だ
し
西
本
願
寺
本
は
「
カ
タ
」
の
右
に

「
ヱ
モ
イ
」
と
い
う
傍
書
を
付
す
な
ど
の
異
同
が
あ
る
。
宗
祇

『
万
葉
抄
』
の
「
行
か
た
な
く
や
」
と
い
う
本
文
は
、
類
聚
古

集
・
細
井
本
・
西
本
願
寺
本
な
ど
の
訓
に
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ

が
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
行
方
な
く
や
」
に
も
一

致
す
る
も
の
と
み
な
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
は
、
や
や
特
殊
な
本
文
を
共

有
す
る
こ
と
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る

（
な
お
後
述
。
ち
な
み
に
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
行
方

な
く
や
」
は
、
音
数
か
ら
「
ゆ
く
か
た
な
く
や
」
と
理
解
し
た
）。

次
に
「
全
句
一
致
」
す
る
他
の
十
首
を
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の

配
列
に
従
っ
て
掲
げ
て
お
く
。

二
〇
三
下
石
見
野
や
、
二
一
三
上
吉
野
な
る
、
二
一
四
下
豊

国
の
、
二
一
七
上
お
と
め
こ
か
、
二
一
八
上
思
は
ぬ
を
、
二

二
二
下
玉
し
ま
の
、
二
二
三
下
和
歌
の
浦
に
、
二
二
九
下
住

よ
し
の
、
二
三
〇
上
ち
は
や
ふ
る
、
二
八
七
下
湊
風

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所

和
歌
抄
出
』
と
は
、
万
葉
歌
の
配
列
に
お
い
て
異
な
る
場
合
が
少

な
く
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
両
者
の
編
纂
方
針
の
差
異
に
拠
る

も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
、
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
『
万
葉

抄
』
が
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
す
る
割
合
は
、『
浅
茅
』
名

所
部
の
そ
れ
に
比
べ
て
や
や
低
い
と
は
い
え
、
四
〇
％
近
く
に
及

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
の
あ
る
程
度
の
照
応
関
係
を
う
か
が
い

う
る
よ
う
に
思
う
。
宗
祇
『
万
葉
抄
』
が
ど
の
よ
う
な
『
万
葉

集
』
に
基
づ
い
た
の
か
を
考
え
る
際
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌

抄
出
』
に
似
た
名
所
歌
集
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
収
め
る
万
葉
歌
は
約

千
首
に
の
ぼ
り
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
影
響
に
つ

い
て
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
。

付
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
万
葉
集
註
釈
』

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
に
関
し
て
、
仙
覚
『
万
葉
集
註

釈
』（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
別
巻
二
『
仁
和
寺
蔵

萬
葉
集
註
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釋

仙
覺
抄
』
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
と
の
関
係
に
触
れ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

○
『
宗
祇
抄
』（
宗
祇
『
万
葉
抄
』

引
用
者
注
）
は
従
来
の
訓

の
ま
ま
に
よ
ん
で
ゐ
る
の
に
対
し
て
、『
奈
良
之
葉
』
で
は
、

「
ほ
し
た
り
」「
ま
し
ろ
に
そ
」
と
い
つ
た
と
こ
ろ
に
新
点

を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
…
（
中
略
）
…
『
宗
祇
抄
』

の
方
が
新
点
を
採
用
し
て
ゐ
る
も
の
も
か
な
り
あ
り(8)

○
宗
祇
抄
（
宗
祇
『
万
葉
抄
』

引
用
者
注
）
の
万
葉
歌
の
本

文
に
つ
い
て
は
、
仙
覚
新
点
を
一
部
に
含
み
な
が
ら
も
、
仙

覚
以
前
の
次
点
本
に
依
拠
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る(9)。

○
歌
の
訓
は
、
西
本
願
寺
本
系
の
そ
れ
で
は
な
く
、
も
う
少

し
古
い
『
類
聚
古
集
』・
細
井
本
等
の
古
訓
の
よ
う
で
あ
る(5)。

○
『
万
葉
抄
』
の
編
集
の
第
一
段
階
に
使
用
し
た
『
万
葉

集
』
の
本
文
は
…
（
中
略
）
…
大
ま
か
に
言
え
ば
、
仙
覚
の

校
訂
本
よ
り
古
い
性
質
を
多
く
含
ん
で
お
り(4)

す
な
わ
ち
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
の
本
文
は
、
仙
覚
新

点
を
一
部
に
含
み
な
が
ら
、
仙
覚
以
前
の
次
点
本
に
基
づ
い
て
い

る
場
合
が
多
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
解
の
よ
う
で
あ
る(10)。
そ

こ
で
、
今
度
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
前
述
の
三
二
首
を
仙
覚
『
万

葉
集
註
釈
』
と
比
較
し
て
み
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仙
覚
『
万

葉
集
註
釈
』
に
一
致
す
る
の
が
三
二
首
の
う
ち
の
七
首
の
歌
の
み

（『
万
葉
集
』
四
・
五
〇
一
、
三
・
二
九
八
、
三
・
二
五
四
、
二
・
一
四

一
、
四
・
五
六
一
、
六
・
九
五
七
、
五
・
八
五
四
）
で
あ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
と
で

は
、
一
致
す
る
歌
が
ず
い
ぶ
ん
少
な
い
の
で
あ
る(11)。
そ
の
七
首
を

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
配
列
に
従
っ
て
並
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
（
初
め
の
漢
数
字
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
頁
数
、
上
下
段
の
別
、

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
初
句
、
括
弧
内
は
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
、「
註
釈
」

は
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
略
、
次
が
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
頁
数
で

あ
る
）。二

〇
六
上

岩
代
の

（
一
四
一
）

註
釈

三
五

二
〇
八
下

と
も
し
火
の

（
二
五
四
）

註
釈

六
八

二
一
〇
下

ま
つ
ち
山

（
二
九
八
）

註
釈

八
〇

二
一
七
上

お
と
め
こ
か

（
五
〇
一
）

註
釈
一
三
三

二
一
八
上

思
は
ぬ
を

（
五
六
一
）

註
釈
一
四
四

二
二
二
下

玉
し
ま
の

（
八
五
四
）

註
釈
一
七
二

二
二
四
上

い
さ
や
こ
ら

（
九
五
七
）

註
釈
一
九
〇

こ
れ
を
み
る
と
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
頁
が
進
む
に
つ
れ
て
仙

覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
頁
数
も
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
万
葉
歌
の
配
列
に
つ
い
て
両
者
は
こ
の
七
首
の
範
囲
で
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一
致
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
両
者
が
と
も
に
『
万
葉

集
』
の
注
釈
書
と
し
て
、『
万
葉
集
』
の
配
列
に
忠
実
で
あ
ろ
う

と
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
本
文
の
異
同
に

関
し
て
で
あ
る
が
、
右
の
七
首
の
う
ち
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』

に
お
い
て
全
句
に
訓
の
示
さ
れ
て
い
る
歌
は
、
次
の
二
首
の
み
で

あ
る
。二

一
〇
下

マ
ツ
チ
ヤ
マ
ユ
フ
コ
エ
ユ
キ
テ
イ
ホ
サ
キ
ノ
ス

ミ
タ
カ
ハ
ラ
ニ
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
ム

二
二
二
下

タ
マ
シ
マ
ノ
コ
ノ
カ
ハ
カ
ミ
ニ
イ
ヘ
ハ
ア
レ
ト

キ
ミ
ヲ
ヤ
サ
シ
ミ
ア
ラ
ハ
サ
ス
ア
リ
キ

こ
の
二
首
に
つ
い
て
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
は
仙
覚
『
万
葉
集
註

釈
』
に
「
全
句
一
致
」
し
て
い
る
。

ま
つ
ち
山
夕
こ
え
行
て
い
ほ
崎
の
す
み
た
河
原
に
独
か
も
ね

ん

（
宗
祇
『
万
葉
抄
』）

玉
し
ま
の
此
川
上
に
家
は
あ
れ
と
君
を
や
さ
し
み
あ
ら
は
さ

す
あ
り
き

（
宗
祇
『
万
葉
抄
』）

「
ま
つ
ち
山
」
歌
の
第
五
句
「
独
か
も
ね
ん
」
は
、
仙
覚
『
万

葉
集
註
釈
』
の
「
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
ム
」
に
準
ず
る
も
の
と
み
な
し

う
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
も
岩
瀬

文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
も
同
じ
箇
所
を
「
独
か
も
ね
ん
」
と

記
し
て
い
る
の
で
あ
る(12)。
一
方
、「
玉
し
ま
の
」
歌
は
、
第
一
章

で
述
べ
た
よ
う
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
に
も
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所

和
歌
抄
出
』
に
も
「
全
句
一
致
」
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
右
の
二
首
を
除
く
五
首
に
つ
い
て
は
仙
覚
『
万
葉
集

註
釈
』
は
、
次
の
よ
う
に
部
分
的
な
訓
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る

（
仙
覚
が
正
し
い
と
す
る
訓
の
み
を
左
に
掲
げ
る
）。

二
〇
六
上
（
一
四
一
）
マ
サ
キ
ク
ア
ラ
ハ

二
〇
八
上
（
二
五
四
）
ア
カ
シ
ノ
ナ
タ

二
一
七
上
（
五
〇
一
）
ヒ
サ
シ
キ
ヨ
ヽ
リ

二
一
八
上
（
五
六
一
）
オ
ホ
ノ
ナ
ル
ミ
カ
サ
ノ
モ
リ

二
二
四
上
（
九
五
七
）
カ
シ
ヒ

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
五
首
に
つ
い
て
宗
祇
『
万
葉
抄
』
が

仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
に
ど
の
程
度
一
致
す
る
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
結
局
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
三
二
首
の
万
葉
歌
の
う
ち
、

仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
に
「
全
句
一
致
」
す
る
の
は
二
首
の
み
と

な
り
、
そ
の
割
合
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

全
句
一
致

二
首

六
・
三
％

宗
祇
『
万
葉
抄
』
が
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
「
全

句
一
致
」
す
る
先
の
三
七
・
五
％
に
比
べ
る
と
、
こ
の
六
・
三
％

は
か
な
り
低
い
数
値
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
ま
り
比
較
に
適
し
た
例

で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
三
二
首
に
限
れ
ば
、
宗
祇

『
万
葉
抄
』
は
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
よ
り
も
『
名
所
和
歌
抄
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出
』
の
方
に
近
い
と
み
な
さ
れ
る
。「『
万
葉
抄
（
宗
祇
抄
）』
と

『
万
葉
集
註
釈
』
と
で
は
共
通
す
る
歌
が
比
較
的
少
な
い(4)」
と
い

う
指
摘
も
、
こ
う
し
た
こ
と
と
関
わ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
今

後
な
お
検
討
が
必
要
だ
が
、
か
り
に
『
浅
茅
』
名
所
部
の
み
な
ら

ず
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
す
れ

ば
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
近
似
す
る
名
所
歌
集
は
、

宗
祇
の
『
万
葉
集
』
享
受
を
考
え
る
上
で
、
見
過
ご
せ
な
い
も
の

と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
場
合
も
宗
祇

『
万
葉
抄
』
と
一
致
す
る
七
首
の
歌
は
前
半
に
集
中
し
て
い
て
、

『
万
葉
集
』
六
・
九
七
〇
以
降
に
は
一
首
も
見
当
た
ら
な
い
の
で

あ
る
。

三

『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
『
万
葉
集
』

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
万
葉
歌
に
は
、『
万
葉
集
』

の
一
般
的
な
訓
と
は
異
な
る
本
文
も
時
に
混
じ
っ
て
い
る
。
拙
著

『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

名
所
和
歌
抄
出
』
解
題
で
指
摘
し
た

「
心
た
も
」（『
名
所
和
歌
抄
出
』
一
八
六
、『
万
葉
集
』
四
・
四
九
〇
）

や
「
上
に
成
け
り
」（『
名
所
和
歌
抄
出
』
四
六
三
、『
万
葉
集
』
八
・

一
五
四
三
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
た
と
え
ば
、

行
あ
ひ
の
さ
か
の
ふ
も
と
に
ひ
ら
け
た
る
桜
の
花
を
み
て
ん

こ
も
□
も

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
六
五
七
、
□
は
判
読
不
能
を
表
す
）

『
万
葉
集
』
九
・
一
七
五
二
に
当
た
る
歌
で
あ
る
が
、
初
句
、

第
三
句
の
訓
の
異
同
が
注
目
さ
れ
る
。
初
句
に
つ
い
て
『
万
葉

集
』
諸
本
の
多
く
が
「
イ
ユ
キ
ア
ヒ
ノ
」、
ま
た
温
故
堂
本
が

「
イ
ユ
キ
ア
イ
ノ
」
と
い
う
訓
を
記
す
の
に
対
し
て
、
細
井
本
・

神
宮
文
庫
本
が
「
イ
ユ
ミ
ア
ヒ
ノ
」、
類
聚
古
集
は
「
ゆ
き
あ
ひ

の
」
と
記
す
。
第
三
句
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
諸
本
の
大
半
が

「
サ
キ
ヲ
セ
ル
」
と
い
う
訓
を
記
す
の
に
対
し
て
、
神
田
本
が

「
サ
キ
ヲ
ス
ル
」、
細
井
本
・
神
宮
文
庫
本
は
「
サ
キ
ヲ
ス
ル
」

で
あ
る
が
「
セ
」
の
傍
書
が
あ
る
と
い
う
。
京
都
大
学
本
は

「
セ
」
を
消
し
て
右
傍
に
「
ス
」
と
い
う
朱
書
を
付
し
、
類
聚
古

集
は
「
ひ
ら
け
た
る
」
と
す
る
。『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
初
句
、

第
三
句
は
類
聚
古
集
の
訓
に
一
致
し
て
い
る
。
な
お
『
袖
中
抄(13)』

は
「
ゆ
き
あ
ひ
の
さ
か
の
ふ
も
と
に
ひ
ら
け
た
る
さ
く
ら
の
花
を

み
せ
ん
こ
も
が
も
」
と
記
し
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
初
句
、
第

三
句
に
一
致
し
て
い
る
。

た
つ
か
弓
手
に
取
も
ち
て
朝
か
り
に
君
は
た
ち
ぬ
か
手
枕
の

野
に

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
一
二
六
）

『
万
葉
集
』
十
九
・
四
二
五
七
に
該
当
す
る
歌
だ
が
、
第
四
句

の
訓
の
異
同
が
注
目
さ
れ
る
。『
万
葉
集
』
で
は
諸
本
の
多
く
が
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「
キ
ミ
ハ
タ
チ
イ
ヌ
」
と
訓
む
の
に
対
し
て
、
京
都
大
学
本
が

「
キ
ミ
ハ
タ
チ
イ
ヌ
」
を
朱
で
「
キ
ミ
ハ
タ
ヽ
イ
ヌ
」
に
訂
正
し
、

古
葉
略
類
聚
鈔
は
「
キ
ミ
ハ
タ
ヽ
シ
ヌ
」
と
い
う
説
を
採
用
し
て

い
る
。『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
君
は
た
ち
ぬ
か
」
と
い
う
本
文

は
、『
万
葉
集
』
の
い
ず
れ
の
訓
に
も
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た

『
秘
府
本
万
葉
集
抄(14)』
は
「
キ
ミ
タ
チ
ユ
キ
ヌ
」
と
訓
む
。
な
お

『
袖
中
抄
』
は
同
歌
を
「
手
束
弓
て
に
と
り
も
ち
て
あ
さ
か
り
に

き
み
は
た
ち
い
ぬ
た多

な奈

く久

ら良

の
野
に
」
と
記
し
、『
五
代
集
歌
枕
』

の
「
君
は
た
ち
い
ぬ
」
と
同
様
に
『
万
葉
集
』
の
一
般
的
な
訓
に

一
致
す
る
。
た
だ
し
、『
隆
源
口
伝
』
は
「
君
は
立
た
れ
ぬ
」、

『
俊
頼
髄
脳
』
は
「
君
は
た
ち
き
ぬ
」、『
綺
語
抄
』
は
「
き
み
た

ち
い
ぬ
の
」、『
和
歌
童
蒙
抄
』
は
「
き
み
は
た
ゝ
し
ぬ
」、
さ
ら

に
『
夫
木
和
歌
抄(15)』
三
十
六
・
一
六
九
六
〇
は
「
き
み
は
た
ち
き

ぬ
」、『
歌
枕
名
寄
』
十
一
・
三
一
二
七
は
「
キ
ミ
ハ
タ
テ
イ
ヌ
」

と
記
し
て
、
い
ず
れ
も
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
は
一
致
し
な
い
。

を
く
霜
の
木
の
下
山
の
真
柴
に
も
残
ら
ぬ
い
も
か
名
た
に
い

て
ん
か
も

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
三
三
七
）

初
句
、
第
四
句
、
第
五
句
に
つ
い
て
『
万
葉
集
』
十
四
・
三
四

八
八
の
訓
と
異
同
が
あ
る
。
初
句
に
つ
い
て
『
万
葉
集
』
の
諸
本

の
ほ
と
ん
ど
が
「
オ
フ
シ
モ
ト
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
の
み
「
ヲ
フ

シ
モ
ト
」
と
す
る
。
第
四
句
に
つ
い
て
『
万
葉
集
』
の
諸
本
の
大

半
は
「
ノ
ラ
ヌ
イ
モ
カ
ナ
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
の
み
「
ノ
ナ
ラ
ヌ

イ
モ
カ
ナ
」
と
す
る
。
第
五
句
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
諸
本
の

ほ
と
ん
ど
が
「
カ
タ
ニ
イ
テ
ム
カ
モ
」、
類
聚
古
集
の
み
「
か
た

に
い
て
に
け
り
」
と
す
る
。
結
局
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
を

く
霜
の
」、「
残
ら
ぬ
い
も
か
」、「
名
た
に
い
て
ん
か
も
」
と
い
う

本
文
は
、『
万
葉
集
』
の
い
ず
れ
の
訓
に
も
一
致
し
な
い
の
で
あ

る
。
な
お
、『
五
代
集
歌
枕
』
は
同
歌
を
「
お
ふ
し
も
と
こ
の
も

と
山
の
ま
し
ば
に
も
の
ら
ぬ
い
も
が
な
か
た
に
い
で
ぬ
か
も
」
と

記
し
、『
夫
木
和
歌
抄
』
二
十
・
八
六
六
二
は
初
句
を
「
お
ふ
し

も
と
」、
第
四
句
を
「
の
ら
ぬ
い
も
が
な
」、
第
五
句
を
「
か
た
に

い
で
ん
か
も
」
と
記
し
、『
歌
枕
名
寄
』
二
十
・
五
二
二
四
は
初

句
を
「
お
ふ
し
も
と
」、
第
四
句
を
「
の
ら
ぬ
い
も
か
は
」、
第
五

句
を
「
か
た
に
い
で
ん
か
も
」
と
記
し
て
、
い
ず
れ
も
『
万
葉

集
』
の
一
般
的
な
訓
に
近
く
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
は
一
致
し

な
い
。

事
情
は
万
葉
歌
の
み
な
ら
ず
、
万
葉
集
の
歌
句
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

む
す
き
か
も
と
に
苔
生
る
ま
て（『

名
所
和
歌
抄
出
』
八
三
の
次
）
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名
所
「
香
久
山
」
に
関
連
す
る
万
葉
集
の
歌
句
で
あ
る
。『
万

葉
集
』
三
・
二
五
九
の
第
五
句
を
諸
本
の
多
く
が
「
コ
ケ
ム
ス
マ

テ
ニ
」
と
訓
む
の
に
対
し
て
、
類
聚
古
集
は
「
こ
け
お
ふ
る
ま
て

に
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
・
細
井
本
・
神
宮
文
庫
本
は
「
コ
ケ
ヲ
フ

ル
マ
テ
ニ
」
と
記
し
、
神
田
本
は
「
コ
ケ
オ
フ
ル
マ
テ
」
と
訓
む
。

な
お
細
井
本
は
「
ム
ス
イ
」
と
い
う
異
本
注
記
を
有
し
、
神
宮
文

庫
本
は
「
ム
ス
」
の
傍
書
を
付
す
な
ど
の
異
同
が
あ
る
。『
名
所

和
歌
抄
出
』
の
「
苔
生
る
ま
て
」
と
い
う
本
文
は
、
類
聚
古
集
・

古
葉
略
類
聚
鈔
・
神
田
本
・
細
井
本
な
ど
に
一
致
す
る
と
み
な
さ

れ
る
。
な
お
、『
五
代
集
歌
枕
』
は
同
歌
を
「
い
つ
し
か
も
神
さ

び
に
け
る
か
ご
山
の
む
す
ぎ
が
も
と
に
こ
け
お
ふ
る
ま
で
に
」
と

記
し
、『
夫
木
和
歌
抄
』
二
十
九
・
一
三
九
〇
九
も
「
こ
け
お
ふ

る
ま
で
」
と
し
、
い
ず
れ
も
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
本
文
に
一
致

し
て
い
る
。
一
方
、『
歌
枕
名
寄
』
十
・
二
九
一
五
は
「
こ
け
む

す
ま
で
に
」
と
記
し
、『
万
葉
集
』
の
一
般
的
な
訓
に
一
致
し
て

い
る
。か

し
こ
き
人

（『
名
所
和
歌
抄
出
』
八
三
の
次
）

名
所
「
吉
野
」
に
掲
げ
ら
れ
た
歌
句
で
あ
る
。『
万
葉
集
』

九
・
一
七
二
五
の
第
二
句
の
訓
は
諸
本
の
多
く
が
「
サ
カ
シ
キ
ヒ

ト
ノ
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
が
「
か
し

こ
き
ひ
と
の
」
と
記
し
、「
サ
カ
シ
キ
孝
本
」（
別
筆
か
）
と
い
う

傍
書
を
有
す
る
。
ま
た
、
古
葉
略
類
聚
鈔
・
西
本
願
寺
本
・
細
井

本
・
神
宮
文
庫
本
は
「
カ
シ
コ
キ
ヒ
ト
ノ
」
と
記
し
、
古
葉
略
類

聚
鈔
に
は
「
サ
カ
シ
キ
」
と
の
傍
書
が
あ
る
。『
名
所
和
歌
抄
出
』

の
本
文
は
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
西
本
願
寺
本
・

細
井
本
な
ど
に
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、『
五
代
集
歌
枕
』
も
同

歌
を
「
い
に
し
へ
の
か
し
こ
き
人
の
あ
そ
び
け
ん
よ
し
の
ゝ
か
は

ら
み
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も
」
と
記
し
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
本
文

に
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
古
今
和
歌
六
帖
』
三
・
一
五
五
四

に
「
か
し
こ
き
ひ
と
の
」
と
あ
り
、『
夫
木
和
歌
抄
』
二
十
四
・

一
一
〇
〇
四
に
「
か
し
こ
き
人
の
」、『
歌
枕
名
寄
』
七
・
二
一
〇

六
に
も
「
か
し
こ
き
人
の
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
名
所
和
歌
抄

出
』
に
一
致
す
る
。

舟
よ
は
へ
と
も
か
ち
音
も
せ
す（『

名
所
和
歌
抄
出
』
一
五
の
次
）

名
所
「
宇
治
」
に
関
わ
る
万
葉
集
の
歌
句
で
あ
る
。『
万
葉
集
』

七
・
一
一
三
八
の
第
五
句
に
つ
い
て
諸
本
の
大
半
が
「
カ
チ
ノ
オ

ト
モ
」、
近
衛
本
も
「
カ
チ
ノ
ヲ
ト
モ
」
と
訓
む
の
に
対
し
て
、

類
聚
古
集
が
「
か
ち
お
と
も
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
・
京
都
大
学
本

は
「
カ
チ
ヲ
ト
モ
」、
西
本
願
寺
本
は
「
カ
チ
オ
ト
モ
」
と
し
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「
ノ
」
を
削
除
し
た
痕
が
あ
る
と
い
う
。『
名
所
和
歌
抄
出
』
の

本
文
は
、
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
京
都
大
学
本
・
西
本
願

寺
本
に
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、『
五
代
集
歌
枕
』
は
同
歌
を

「
う
ぢ
が
は
を
ふ
ね
わ
た
せ
よ
と
よ
ば
へ
ど
も
き
こ
へ
ざ
る
ら
し

か
ぢ
お
と
も
せ
ず
」
と
記
し
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、『
歌
枕
名
寄
』
一
・
二
九
八
は
「
か
ぢ
の
お
と
も
」

と
記
し
て
、『
万
葉
集
』
の
一
般
的
な
訓
に
一
致
し
て
い
る
。

以
上
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
万
葉
歌
の
本
文
、

万
葉
集
の
歌
句
の
本
文
が
、『
万
葉
集
』
の
一
般
的
な
訓
と
時
に

異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
一
例
ご
と
に
異
同
の
内
容
は

異
な
る
け
れ
ど
も
、
ご
く
大
ま
か
に
い
え
ば
、『
名
所
和
歌
抄
出
』

の
万
葉
歌
の
本
文
、
万
葉
集
の
歌
句
の
本
文
は
、
類
聚
古
集
や
古

葉
略
類
聚
鈔
、
細
井
本
な
ど
、『
万
葉
集
』
の
次
点
本
を
中
心
と

す
る
古
訓
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、『
万
葉
集
』
の
い

ず
れ
の
訓
に
も
一
致
し
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
こ

こ
で
再
び
注
目
さ
れ
る
の
が
第
二
章
で
紹
介
し
た
渋
谷
虎
雄
氏
の

説
で
あ
る
。
渋
谷
氏
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
つ
い
て
「
歌
の
訓
は
、

西
本
願
寺
本
系
の
そ
れ
で
は
な
く
、
も
う
少
し
古
い
『
類
聚
古

集
』・
細
井
本
等
の
古
訓
の
よ
う
で
あ
る(5)」
と
指
摘
さ
れ
た
が
、

そ
れ
が
こ
の
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
場
合
と
酷
似
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
こ
と
は
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌

抄
出
』
と
で
、
や
や
特
殊
な
本
文
を
共
有
す
る
場
合
が
あ
る
と
第

二
章
で
述
べ
た
こ
と
と
も
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。『
浅
茅
』
名
所
部
の
典
拠
と
み
な
さ
れ
る
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名

所
和
歌
抄
出
』
と
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
『
万
葉

集
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
祇
の
『
万
葉
集
』
享

受
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
。

む
す
び

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
を
指
標
に
し
て
、
中

世
の
『
万
葉
集
』
享
受
の
様
相
を
測
っ
て
み
た
。『
万
葉
集
』
の

享
受
に
お
い
て
、
宗
祇
は
ど
の
よ
う
な
万
葉
歌
を
受
け
入
れ
、
ど

の
よ
う
な
歌
や
訓
を
斥
け
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の
基

準
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
現

代
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
名
所
歌
集
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
似
た

名
所
歌
集
が
宗
祇
に
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
み
て
、
中
世

の
文
学
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

同
時
に
『
万
葉
集
』
の
享
受
史
か
ら
見
て
も
重
要
な
歌
書
で
あ
っ

た
と
考
え
う
る
と
思
う
。
今
後
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
の
横
の
広
が
り
、
た
と
え
ば
同
様
の
名
所
歌
集
が
宗
祇
を
は
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じ
め
当
時
の
連
歌
師
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
か
な
ど
を

見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
和
歌
や
連
歌
、
ひ
い
て
は
文

学
の
枠
組
み
、
現
代
と
は
や
や
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
そ
の
枠
組

み
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
か
す
か
な
期
待

も
持
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
う
し
た
こ
と
の
一
端
が
解
明
さ

れ
て
い
れ
ば
、
小
論
の
も
く
ろ
み
は
ひ
と
ま
ず
果
た
せ
た
と
思
う
。

表
Ⅰ

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
所
収
の
万
葉
歌

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
か
ら
万
葉
歌
や
万
葉

集
の
歌
句
を
抜
き
出
す
際
に
、
か
り
に
次
の
よ
う
な
基
準
を
設
け

た
。
万
葉
歌
や
万
葉
集
の
歌
句
は
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
お
い

て
「
万
」
と
い
う
集
付
を
有
す
る
も
の
、
お
よ
び
「
万
」
に
続
く

「
同
」
と
い
う
集
付
を
有
す
る
も
の
に
限
定
し
た
。
た
だ
し
、

「
万
」、「
同
」
と
い
う
集
付
が
あ
っ
て
も
該
当
す
る
万
葉
歌
が
見

当
た
ら
な
い
場
合
に
は
、
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
上
記
の

基
準
に
基
づ
い
て
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
冒
頭
か
ら
万
葉
歌
を
抜

き
出
し
て
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
に
よ
っ
て
示
し
た
の
が
次
表

で
あ
る
。
万
葉
歌
は
計
一
五
一
首
で
あ
る
（『
万
葉
集
』
の
歌
番
号

は
旧
国
歌
大
観
に
よ
る
）。

一
七
三
〇
・
七
・
一
六
九
九
・
七
六
〇
・
五
〇
一
・
三
〇
六
五
・

二
二
〇
七
・
三
七
五
・
一
五
五
七
・
三
九
〇
・
二
六
四
四
・
三
〇

九
七
・
四
八
・
四
六
・
一
三
八
一
・
四
二
五
七
・
一
八
二
五
・
一

三
一
五
・
六
六
・
一
二
一
・
六
三
・
一
一
五
六
・
一
〇
六
六
・
一

三
六
七
・
四
九
〇
・
三
二
〇
一
・
二
六
四
五
・
三
〇
・
二
六
六
・

一
一
七
一
・
一
六
九
一
・
一
一
七
二
・
一
〇
一
七
・
一
三
五
〇
・

二
七
一
〇
・
二
一
九
三
・
一
二
三
一
・
一
五
三
三
・
一
八
一
七
・

八
一
・
一
〇
三
〇
・
一
五
五
一
・
一
〇
二
九
・
二
四
・
四
九
六
・

五
七
・
三
三
五
五
・
三
一
八
・
二
九
六
・
三
四
八
八
・
三
三
六

四
・
三
四
三
三
・
一
一
七
六
・
二
九
八
・
四
三
三
・
三
三
八
七
・

三
五
五
五
・
二
五
一
・
三
四
一
八
・
一
二
四
一
・
二
四
五
六
・
四

三
七
〇
・
四
〇
九
七
・
三
八
〇
七
・
三
九
六
・
七
三
九
・
一
五
四

三
・
二
三
三
一
・
二
五
六
・
四
〇
二
六
・
四
〇
二
九
・
四
〇
二

七
・
三
九
五
五
・
三
〇
七
二
・
四
二
〇
一
・
四
〇
一
八
・
四
〇
七

九
・
四
二
四
九
・
四
〇
二
〇
・
三
三
五
二
・
二
七
六
三
・
三
四
〇

〇
・
三
〇
九
二
・
一
九
九
・
一
四
四
三
・
三
七
一
・
三
〇
八
七
・

一
二
三
六
・
一
三
二
・
二
二
三
・
三
〇
三
・
九
四
〇
・
二
五
四
・

三
一
六
四
・
三
七
一
八
・
九
四
五
・
一
三
四
四
・
三
六
三
四
・
九

六
七
・
四
四
六
・
三
六
二
一
・
五
六
七
・
三
六
三
七
・
三
六
三

一
・
三
六
三
四
・
一
二
二
二
・
九
一
九
・
一
七
五
二
・
一
四
一
・

一
二
・
一
一
九
九
・
三
五
九
九
・
二
七
三
〇
・
二
七
二
七
・
一
四

〇
六
・
三
〇
三
七
・
一
二
〇
九
・
一
二
一
八
・
一
六
七
二
・
一
二

二
〇
・
一
七
一
〇
・
三
〇
七
・
三
八
九
四
・
一
一
六
〇
・
二
五
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〇
・
三
五
八
・
二
一
七
八
・
一
二
四
六
・
二
七
八
・
三
六
七
四
・

一
二
三
〇
・
五
六
一
・
五
七
五
・
九
五
七
・
三
六
七
〇
・
二
七

二
・
四
一
八
・
二
三
四
一
・
三
八
七
六
・
一
三
九
三
・
八
六
五
・

三
一
七
三
・
八
五
四
・
二
四
六
・
二
四
八
・
三
六
九
六
・
三
六
九

七
・
三
四
七
五
・
一
一
一
五
・
二
七
四
三
・
三
五
七

表
Ⅱ

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
所
収
の
万
葉
集
の
歌
句

表
Ⅰ
と
同
様
に
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
冒
頭
か
ら

万
葉
集
の
歌
句
を
抜
き
出
し
て
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
に
よ
っ

て
示
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。
歌
句
は
計
二
七
一
句
で
あ
る
。

一
五
五
・
二
四
二
五
・
二
四
二
五
・
二
八
五
六
・
三
二
三
六
・
三

二
三
六
・
二
六
四
・
五
〇
・
一
一
三
八
・
一
一
三
九
・
二
五
八

七
・
五
一
三
・
三
八
八
七
・
一
六
九
九
・
一
六
九
九
・
一
〇
五

八
・
六
九
六
・
一
〇
五
四
・
一
〇
五
八
・
一
〇
五
八
・
三
九
〇

八
・
三
九
〇
七
・
三
九
〇
七
・
五
八
八
・
二
一
八
一
・
一
五
七

一
・
五
八
四
・
一
三
七
三
・
一
八
四
五
・
一
八
八
〇
・
四
〇
四
・

九
四
八
・
一
九
七
四
・
一
八
七
二
・
一
〇
四
七
・
一
四
三
七
・
一

一
〇
二
・
一
五
五
四
・
二
二
一
二
・
一
〇
四
七
・
一
四
七
七
・
一

八
二
八
・
一
〇
〇
四
・
七
一
五
・
九
四
九
・
五
九
三
・
一
五
八

五
・
一
六
三
八
・
一
〇
四
八
・
三
三
〇
・
三
九
七
八
・
三
九
七

八
・
一
八
六
六
・
一
五
七
一
・
九
四
八
・
一
六
一
〇
・
二
三
〇
・

四
三
一
六
・
四
三
一
九
・
四
二
九
五
・
一
〇
二
八
・
一
八
六
六
・

二
一
〇
一
・
二
一
九
一
・
四
五
〇
八
・
二
八
〇
・
一
〇
九
五
・
一

五
一
七
・
二
二
二
二
・
二
六
五
・
三
八
〇
六
・
四
二
八
・
四
五
・

一
一
〇
八
・
一
七
七
五
・
一
一
〇
七
・
二
八
・
三
三
四
・
一
八
一

二
・
二
五
九
・
二
五
七
・
二
九
〇
・
七
四
・
九
二
〇
・
一
一
〇

三
・
一
一
三
四
・
二
八
三
七
・
一
七
二
五
・
九
一
三
・
四
一
〇

〇
・
一
一
三
・
一
八
六
八
・
九
二
〇
・
二
四
三
・
一
八
三
一
・
三

一
〇
三
・
一
〇
九
九
・
二
二
一
〇
・
二
四
五
三
・
一
一
八
一
・
二

二
九
四
・
九
七
一
・
九
七
一
・
一
四
三
五
・
一
四
三
五
・
一
九
三

七
・
一
一
二
五
・
一
七
七
三
・
九
四
・
二
五
一
二
・
一
〇
九
四
・

二
六
五
六
・
四
一
六
・
一
三
五
三
・
四
二
二
・
二
九
九
七
・
一
三

六
六
・
一
五
五
七
・
二
二
一
〇
・
三
二
四
・
六
二
六
・
一
九
六
・

三
二
六
七
・
九
九
二
・
五
一
・
一
八
七
八
・
二
六
八
・
五
四
三
・

四
五
・
三
五
九
〇
・
二
二
〇
一
・
三
五
八
九
・
一
〇
四
七
・
一
四

一
九
・
一
四
六
六
・
三
〇
三
二
・
三
〇
三
二
・
三
五
七
九
・
三
六

〇
〇(16)・
三
五
八
・
三
八
九
五
・
三
五
九
五
・
二
五
八
・
一
一
四

〇
・
二
七
五
七
・
四
六
〇
・
四
一
三
・
一
七
二
六
・
三
八
七
五
・

三
三
〇
〇
・
二
九
二
・
四
〇
五
六
・
一
一
四
三
・
四
三
三
六
・
四

四
六
二
・
三
九
四
・
二
七
九
七
・
二
九
五
・
三
〇
七
六
・
三
五
〇

三
・
一
一
五
三
・
一
一
九
〇
・
三
七
二
二
・
六
八
・
二
九
三
・
四

四
九
・
四
四
九
・
九
四
六
・
九
四
六
・
一
〇
六
五
・
一
〇
六
五
・
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一
三
四
八
・
二
七
六
六
・
二
七
七
二
・
五
六
六
・
二
一
八
・
三

一
・
二
八
八
・
二
四
四
五
・
二
四
四
〇
・
三
二
三
八
・
一
一
六

九
・
二
七
四
三
・
一
七
一
五
・
二
四
八
七
・
二
七
五
・
二
五
一
・

二
七
五
・
三
二
三
八
・
三
〇
七
〇
・
三
〇
七
〇
・
二
三
六
〇
・
二

二
〇
八
・
一
八
一
八
・
三
一
五
六
・
二
七
九
八
・
三
〇
六
・
一
〇

三
三
・
三
二
〇
五
・
三
三
六
〇
・
一
一
七
五
・
三
三
六
三
・
四
四

四
〇
・
三
三
七
一
・
三
三
七
六
・
一
八
〇
八
・
三
四
二
〇
・
三
四

〇
六
・
一
七
五
八
・
四
三
七
一
・
一
七
五
八
・
三
三
五
〇
・
三
三

九
二
・
一
四
九
七
・
三
八
三
・
三
六
六
・
四
〇
一
一
・
三
八
八

二
・
四
〇
六
七
・
四
〇
一
三
・
三
九
八
五
・
四
一
九
二
・
四
〇
五

一
・
四
〇
一
七
・
四
〇
三
三
・
四
一
一
六
・
四
〇
一
二
・
四
〇
一

一
・
二
八
六
三
・
三
〇
七
一
・
五
三
六
・
二
五
三
・
四
三
〇
一
・

一
七
七
二
・
一
一
七
八
・
一
一
七
九
・
三
八
八
・
二
五
五
・
九
四

一
・
九
三
九
・
二
五
二
・
九
三
八(17)・
九
三
九
・
三
六
〇
五
・
一
二

一
九
・
一
二
一
三
・
一
四
四
・
一
〇
・
一
四
六
・
一
四
三
・
一
三

〇
一
・
一
六
七
一
・
一
三
八
九
・
一
六
七
一
・
三
〇
九
・
三
六
〇

六
・
三
八
八
・
三
一
六
七
・
一
二
〇
七
・
三
六
三
三
・
三
六
三

八
・
五
・
一
〇
二
三
・
一
二
三
〇
・
九
五
八
・
一
二
四
四
・
八
六

一
・
八
六
一
・
八
七
四
・
八
六
三
・
八
六
三

註(1
)
拙
稿
「
宗
祇
『
浅
茅
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』」（「
文
藝
論
叢
」

28
、
大
谷
大
學
文
藝
學
會
、
昭
62
・
3
）。
の
ち
に
拙
著
『
院
政

期
以
後
の
歌
学
書
と
歌
枕
』（
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
平
18
・

10
）
所
収
。

(2
)
井
上
宗
雄
「
名
所
歌
集
（
歌
枕
書
）
伝
本
書
目
稿
」（「
立
教
大

学
日
本
文
学
」
16
、
昭
41
・
6
）

(3
)
両
者
の
よ
り
詳
細
な
異
同
の
検
討
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿

に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
第
二
章
の
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
の
比
較
、
ま
た
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
仙

覚
『
万
葉
集
註
釈
』
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
同
じ
。

(4
)
両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
昭
60
・
7
）

(5
)
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
「
万
葉
集
抄
」（
渋
谷
虎
雄
執
筆
）
の

項
。

(6
)
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
は
『
浅
茅
』
名
所
部
に
見
ら
れ
る
次
の
二

首
の
歌
が
見
当
た
ら
な
い
。

八
三

大
御
船
き
ほ
ひ
て
さ
す
て
ふ
高
嶋
の
み
お
の
か
ち

の
ゝ
汀
し
そ
思
ふ

一
〇
九

む
は
玉
の
く
ろ
か
み
山
を
け
さ
こ
え
て
木
の
下
露

に
ぬ
れ
に
け
る
哉

(7
)
な
お
「
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
」
に
つ
い
て
、
こ
の
訓
は
藤
原
清
輔

（『
和
歌
初
学
抄
』）
や
顕
昭
（『
袖
中
抄
』）
ら
六
条
藤
家
の
人
々

に
強
い
支
持
を
得
た
、
と
の
指
摘
が
あ
る
（
小
川
靖
彦
「
か
な
の

文
化
の
中
の
『
万
葉
集
』」（「
國
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
」

44
-
11
、
平
11
・
9
））。

(8
)
島
津
忠
夫
『
連
歌
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
昭
48
・
3
）
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(9
)
小
川
靖
彦
「
統
合
さ
れ
る
よ
み
（
訓
み
・
読
み
）

宗
祇
『
萬

葉
抄
』
の
萬
葉
集
訓
読
に
つ
い
て
〈
中
世
と
近
世
の
間
〉

」

（「
國
文
目
白
」
40
、
平
13
・
2
）

(10
)
な
お
、
中
世
の
多
く
の
歌
書
が
〝
仮
名
万
葉
〞
を
出
典
と
す
る

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
万
葉
歌
の
本
文
を
踏
襲
す
る
が
、
そ
の
傾

向
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
も
波
及
す
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る

（
前
掲
注
(7
)小
川
論
文
）。

(11
)
ち
な
み
に
、『
萬
葉
集
叢
書

第
八
輯

仙
覺
全
集
』
所
収
の

仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
に
つ
い
て
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
一
致
す
る

の
は
、『
万
葉
集
』
一
・
七
、
四
・
五
〇
一
、
一
・
六
六
、
三
・

二
九
八
、
三
・
二
五
四
、
二
・
一
四
一
、
三
・
二
七
八
、
六
・
九

五
七
の
八
首
で
あ
る
。

(12
)
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
二
書
は
第
二
句
を
「
夕
こ
え
く
れ
て
」

（
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』）
と
記
し
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』

の
「
夕
こ
え
行
て
」、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
の
「
ユ
フ
コ
エ
ユ

キ
テ
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

(13
)
『
袖
中
抄
』
ほ
か
の
歌
学
書
の
引
用
は
、
基
本
的
に
日
本
歌
学

大
系
正
編
お
よ
び
別
巻
に
よ
る
こ
と
と
し
、
適
宜
、
他
本
を
参
照

す
る
。

(14
)
『
秘
府
本
万
葉
集
抄
』
は
『
萬
葉
集
叢
書

第
九
輯

秘
府
本

万
葉
集
抄
』
に
よ
る
。
な
お
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
巻
第
18

所
収
『
万
葉
集
抄
』
に
も
「
キ
ミ
タ
チ
ユ
キ
ヌ
」
と
記
す
が
、
こ

ち
ら
は
「
ユ
」
が
や
や
読
み
づ
ら
い
。

(15
)
『
夫
木
和
歌
抄
』
ほ
か
の
歌
集
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
に

よ
る
。

(16
)
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
一
四
四
）
の
「
武
庫
海
」

の
項
に
「
む
ろ
の
木
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。『
万
葉

集
』
十
五
・
三
六
〇
〇
の
「
は
な
れ
そ
に
た
て
る
む
ろ
の
き
」

（
訓
み
下
し
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
と
い

う
歌
に
「
武
庫
海
」
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
じ
巻
第
十
五
の
冒

頭
三
五
七
八
に
「
む
こ
の
う
ら
の
い
り
え
の
す
ど
り
」
と
い
う
歌

が
あ
り
、
三
六
〇
〇
も
一
連
の
歌
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
数
に
含

め
た
。

(17
)
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
六
〇
七
）
の
「
藤
江
浦
」

に
「
藻
塩
焼
」
と
記
す
箇
所
だ
が
、「
藻
塩
焼
」
に
「
万
六
長
」

と
い
う
集
付
が
あ
る
。『
万
葉
集
』
六
・
九
三
八
「
や
す
み
し
し

わ
が
お
ほ
き
み
の
」
と
い
う
長
歌
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
同
歌
に
は
「
ふ
ぢ
ゐ
の
う
ら
」
に
「
し
ほ
や
く
」
が
付
け
合

わ
せ
ら
れ
て
い
て
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
は
少
し
異
な
っ
て
い

る
。

（
本
学
教
授
）
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